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都市計画課  

美しいまちをつくり、育て、次の世代へと伝えていくには、子どものころから身近なまちの良好

な景観に対する関心を持ってもらい、一人ひとりの景観やまちづくりに対する意識を高めることが

重要です。 

岩手県では、主に小中学生を対象として、身の回りの景観に目を向け、その価値を正しく認識す

ることで、地域の景観への愛着や誇りを育むため、「景観学習」に取り組んでいます。 

 今年度は、10 校で景観学習を実施する計画です。現在、６校での実施は決定していますが、残

る４校は募集中ですので、興味がありましたら、都市計画課まで連絡をお願いします。 

 

平成 26 年度の実施予定 

市町村 学校名 対象学年 対象人数 第1回目 時間 第2回目 時間

1 雫石町 安庭小学校 3年生 １5名 5月9日 9：15～12：00 5月20日 8：25～10：00

2 雫石町 御明神小学校 ３年生 １２名 5月28日 9：30～12：15 6月2日 10：40～12：15

3 釜石市 平田小学校 ３年生 ２４名 10月29日 9：30～12：10 11月5日 10：35～12：10

4 一関市 涌津小学校 ３年生 １５名 6月10日 9：30～12：10 6月17日 10：35～12：10

5 一関市 藤沢小学校 ６年生2クラス合同 ４５名 5月29日 9：30～12：10 6月3日 8：40～10：15

6 盛岡市 城内小学校 3,4,6年生 １０名 5月2日 9：30～12：15 5月13日 10：40～12：15
 

 

景観学習の様子 
 
○講師によるガイダンス授業 
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○街歩きしながら、各自で、好きな・きらいな・気になる景観をデジカメで撮り放題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○景観シートを作成し、みんなで話し合い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

                                  

 

         

             

     

 

 
 
 
 
○先生の声（城内小学校） 

「地域のよさ」を再発見する機会となり、よかった。子どもたち自身の観点でカメラを操作し、

自由に撮影してすすめたので、子どもたちがとても意欲的に取り組んでいた。いろいろなものを

みつける中で「地域のよさ」を実感できた。 

【子どもたちの景観シート】 


